
 

  

例会記録  

会員総数  58名 出席会員数 25名 

ゲスト      2名  ビジター   1名 

その他      5名 海外ﾋﾞｼﾞﾀｰ   0名 

事務局      2 名 

ニコニコボックス  

齊藤会員：本日の理事会宜しく 

吉田会員：GWに長女の 3 回目の結婚披露宴 

を行いました。国際結婚で今回は東京で 

の披露宴。親の役を果たし一息です。 

飯嶋会員：お久しぶりです 

ﾊﾟｰﾄﾅｰ誕生日： 

保科会員（1 日）秋山会員（6 日） 

垣見会員（15 日） 

結婚記念日：山田会員（11日）園田会員（27日） 

誕生日：細谷会員（19 日） 

次回予告  

第30回例会 2024，5，27（＃2412） 

 WEB例会 
  

卓話「はじめての生成AI」 

田中 賢一郎氏 

紹介者 齊藤会員 

  

会長報告 

1） 皆様、お久し振りです。すっかり初夏の様子になりました。 本日は美術のお話しの第3弾、村上様にルネサンスから 

モダンアートへの点線についてお話をいただきます。のちほど宜しく御願い致します。 

2） 御案内のとおり、今月１9日には、川越での健康なウオーキング、6月3日には杉山会員・園田会員の歓迎会を開催 

いたします。どうぞご参加ください。 

3） 東京紀尾井町RCで開催する、チャリティーコンサートに御協力いただける方は、事務局までお申し出下さい。 

5月24日（金）18：00～＠千代田区立内幸町ホール 1枚5,000円だそうです。 

4）米山奨学生の李さんが出席です。 

幹事報告 

1）来週は、現委員長、次年度委員長を対象のクラブ協議会がございます。該当のかたはご出席ください。 

2）健康ウオーキング、新入会員の歓迎会にご出席をお願い致します。 

3）例会終了後に定例会理事会を開催いたします。 5月６月は、次年度理事も出席して下さい 

                                   

                                 

  本日の例会プログラム 

第 29回例会 2024.5.20（＃2411）        舞の間 

例会ホスト・紹介係  崎山会員 

受付係     地引会員    保科会員 

司会者 山田会員  ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ  福田会員 

 

卓話 「イニシエーションスピーチ」  

杉山敏美会員（3/1入会） 園田悠子会（4/1入会） 

紹介者 齊藤会員 
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 前回の報告 

第 28回例会 2024.5.13（＃2410）        舞の間 

例会ホスト・紹介係  加賀会員 

受付係     保科会員    藤谷会員 

司会者 山田会員  ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ  吉沢会員 

 

卓話 「紡がれる美の物語～ 

ルネサンスからモダン・アートへ～」  

美術評論家 村上 哲氏 

紹介者 齊藤会員 

  

 

 

 

 
 

 

 
 

   2023〜24 年度年度 

国際ﾛｰﾀﾘｰ会長   Gordon・R・Mclnally 

 

 

  最終例会（6月 17日） 

 東京湾クルージングディナー＆ 

         ハワイアンダンスショー 
  皆様ご参加下さい。 

 



 
 

  
 

 

 
聞いて得する仏事の常識・非常識 

浄土真宗本願寺派松壽山光徳寺住職  

中央大学名誉教授・経済学博士 斯波 照雄 氏（4/15卓話 若林会員紹介） 
 

 

 

 住職として寺にいると、いろ

いろなお尋ねがあります。よく

あるのは、葬儀に持参する包

み物に何と書くのが正しいの

かというご質問です。多くの方

は「御霊前」と書くと思います

が、それは人が亡くなってもま

だ仏様になっていないというの

が仏教の考え方の一つだからです。 

 浄土真宗以外の宗派では、人は亡くなってもまだ仏様で

はありません。戒律を守ることが約束されたら仏様になれ

ます。それで「どうぞ成仏してください」と言って手を合わ

せるのです。浄土真宗の場合は「南無阿弥陀仏」と唱えま

す。南無阿弥陀仏とは阿弥陀仏に「なも」する、つまりお

任せするということです。阿弥陀様は全ての人を極楽浄

土に連れて行って仏にするという誓いを立ててくれたのだ

から、私は阿弥陀様に任せるという意味です。ですから、

浄土真宗では他の宗派と異なり「御仏前」と書きます。 

 お参りの仕方も宗派によって異なります。お焼香をする

とき、多くの方はお香をつまんで、頂きます。1 回の方も、

2 回、3 回の方もいますが、それはなぜかというと仏法僧

に由来していて、仏教では仏に帰依し、法に帰依し、僧に

帰依するというのが原点だからです。しかし、浄土真宗で

は僧は普通の人なので、僧には帰依しません。また、お

香を頂く根拠がないという考え方なので、浄土真宗本願

寺派ではお香を 1 回つまんで入れるだけです。いかにも

粗末に見えるのですが、並んでいる方が 3回ありがたく頂

いていたら右に倣えで前の人と同じようにやらないといけ

ないわけではなく、それぞれのご宗旨のやり方でいいの

だということを覚えておいてください。どの方法が丁寧かと

いう問題ではなく、誰もが自分なりの焼香の仕方をしてい

いのです。 

 遺言に関する質問もよく受けます。通夜も葬儀もしなくて

いいという遺言があった場合、皆さんならどうしますか。住

職としてではなく私自身が感じることとして申し上げたい

のは、これがもし会社の送別会だったらどうかということで

す。本人が「しなくていい」と言っても、親しい方々が心尽く

しの会を開けば、送られる側も力をもらって次に行けるの

ではないでしょうか。皆さんがご相談を受けた際には、こ

んな話をしている住職がいたということをぜひ思い出して

いただければと思います。 

 四十九日になると納骨をします。なぜ四十九日かという

と、浄土真宗以外の宗派では 7 日ごとに 7 回の試験を受

け、それに合格したら仏になると考えられているからで

す。また、四十九日には喪明けの意味もあります。 

 

 

 

「喪が明ける」というのは普通の生活に戻るということで

す。お遺骨を埋葬し、区切りをつけて普通の生活に戻るき

っかけが四十九日なのです。 

 四十九日の後には一周忌があり、三回忌、七回忌、十

三回忌と続きます。5 年、10 年、15 年の方が分かりやす

いのになぜそうなっているかというと、それは理屈ではな

くて、私が 50 歳で妻を亡くしたときに分かりました。年回

法要の間隔を少しずつ空けることによって、心の整理をし

ていくのです。追われるようにして四十九日を終え、一周

忌を迎え、三回忌も迎え、少しずつ心の平静を取り戻した

けれども、まだ遺品を整理することができない。何かをす

るとまた何かを思い出して目頭が熱くなる。でも、七回忌

を迎え、十三回忌を迎えた頃には、思い出すことがどこか

懐かしくて、うれしくなりました。あんなことがあった、こん

なことがあったと思えるようになりました。私はそれこそが

年回法要の意味だと思いました。 

 年回法要はお経を聞いて、墓参りをして終わりではな

く、集まった方々が故人の噂話をすることが大切だと思い

ます。偲ぶというよりも噂話をすることで故人との思い出

を共有し、その話を子や孫から 3 代、4 代、5 代先へと受

け継いでいくことで家族というものがつくられてきたような

気がします。形だけで終わるのではなく、集まった方々に

とって意味のある年回法要にするということを、頭の片隅

に置いていただければと思います。 
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『多数ご参加下さい』 

 6月 3日 18：30～ 

 杉山会員・園田会員を囲んで歓迎会 

    ＠丸の内「やんも」 

 6月 17日 最終例会  東京湾クルージング 

  18：30出港の為、18：00クラブﾊｳｽへお越し下さい。 

  乗り遅れませんように、時間厳守です。 
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